
　◆中華思想（中国王朝が宇宙の中心＊１）に基づき明国（中国）への朝貢を求める（朝貢貿易）

　　　＊１：四方の異民族に対して蔑称：東夷（日本、朝鮮）、西戎（放牧民族）、北狄（蒙古）、南蛮（西洋人）

　◆1371年　洪武帝、沿岸地方都市発展による皇帝権力失墜防止のため「海禁令」発布し海外交易を禁止

　　　　朝鮮：1年に1回、琉球：1－2年に1回、日本：10年に1回（但し、1401～1410年間毎年1回）

　◆大航海時代（ヨーロッパ人＊２によるインド・アジア・アメリカ大陸への植民地主義的海外進出）

　　＊２：ポルトガル、スペイン王室による独自航路開拓競争、オランダ、イギリス追随

　モルッカ諸島産香辛料直接輸入航路開拓⇒中国産絹織物・陶磁器、日本産銀（1526年銀山発見）輸入

日本と世界が出会うまち・堺　　堺の伝統産業の黎明

16世紀後半　　東南アジア貿易圏　ポルトガル、オランダが琉球に代わって仲介貿易

　　応答：生糸、絹織物、陶磁器、明銭、書籍

　　貢物：砂金、硫黄、銅、刀剣、扇子、漆器

14世紀末～16世紀前半以前     東アジア貿易圏

中国（明）

1368年元⇒明王朝

1404年永楽帝

絹・陶磁器が支払代価

日本（堺）

1401年 足利義満（日本国王）国書

1469年 遣明船堺港初入港

1476年 遣明船堺港出港

琉球王国 1429年尚巴志（統一国王） 首里城

明と日本の仲介貿易「万国の津梁」（国乏しく仲介貿易拠点に徹す）

朝貢品：馬、黒砂糖、ウコン、香辛料、蘇木、象牙（東南アジア産）

朝鮮
朝鮮通信使交流

江戸時代12回来日

明⇒清（1644年）

拠点：広州（海関）、マカオ）

インド

木綿、綿織物
イギリス東インド会社

拠点：ムンバイ、カルカッタ

1623年以降本格化

日本（堺）

南蛮貿易拠点：平戸、出島

朝鮮貿易拠点：対馬

ヨーロッパ

カトリック教国 プロテスタント教国

ポルトガル

東廻り航路開拓

1543年⇒1639年
拠点：ゴア、マカオ

輸入：銀、生糸、香料

スペイン
西廻り航路開拓

（植民地化政策）

1584年⇒1624年

拠点：マニラ

輸入：生糸、香料

オランダ

東廻り航路来日

1609年⇒
拠点：バタビア、ジャカトラ

輸入：銀、生糸、香料

イギリス

東回り航路来日

1613年⇒1623年
拠点：ロンドン、マドラス

ボンベイ、カルカッタ

輸入：銀、生糸、香料、綿布
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香料諸島

（モルッカ諸島）

香辛料・香木
（丁子、胡椒）

肉食系ヨーロッパ人

の生活必需品・スパイ

スの世界唯一産出地。

アラブ、アジア商人の

支配から直接輸入

ルート開発へ動く。

丁子は金と同価格。

1623年香料諸島撤退、インドへ

目的

倭寇

1543年鉄砲伝来 1550年ザビエル堺港上陸

堺ユネスコ協会 理事 前田秀一


